
正会員数1,308名　賛助会員 33個人・65団体（２月末現在）
令和５年４月１日発行

P2	 令和五年度を迎えて
P3	 会報「シルバーやまがた」
	 　150号を迎えて
P4	 女性部会だより
	 安全パトロール実施報告
P5	 会員の状況・就業状況

P6~7	 会員のひろば
P8	 就業会員を訪ねて
	 わが街通信
P9	 人あり・技あり・心あり
	 新入会員紹介
P10	 事務局だより

―― 内 容 紹 介 ――

（ 公社 ）山形市シルバー人材センター

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

「お花見日和」霞城公園（広報部撮影）

会 報



　

令
和
四
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
変
異
を
し
た
結
果
、
日
本

で
は
年
末
年
始
に
か
け
て
感
染
の
第

八
波
が
到
来
し
、
山
形
県
で
も
感
染

者
数
が
二
千
人
を
超
え
る
日
が
あ
る

な
ど
、
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
様
々
な

社
会
活
動
や
業
務
等
に
も
大
き
な
影

響
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

三
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
に
よ
る
困
難

な
状
況
の
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会

員
数
は
令
和
五
年
一
月
末
現
在
で
千

二
百
九
十
三
人
と
、
前
年
同
期
比
で

十
五
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
て
会
員

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
令
和
四
年
度
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協
力

し
て
合
同
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
山
形
市
報
へ
の
有
料
広

告
の
掲
載
、
南
イ
オ
ン
に
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
の
広
告
掲
載
等
を
行
う

な
ど
、
会
員
拡
大
の
た
め
の
活
動
を

積
極
的
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
五
年
度
か
ら
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
対
策

や
新
し
い
時
代
の
要
請
に
対
応
し
て

会
員
を
拡
大
し
、
業
務
の
近
代
化
を

図
る
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

入
会
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
積
極
的
に
進
め
て
、
会
員

拡
大
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
実
績
で
は
、
請
負
の
契
約
実

績
は
、
四
月
～
一
月
累
計
で
、
四
億

一
千
九
百
九
十
七
万
円
と
、
前
年
同

期
か
ら
一
・
五
％
の
増
で
し
た
。

　

派
遣
の
契
約
実
績
は
、
さ
ら
に
好

調
で
、
四
月
～
一
月
累
計
で
一
億
一

千
二
百
九
十
八
万
六
千
二
百
七
十
九

円
と
、
前
年
同
期
比
で
十
七
％
の
増

加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

就
業
部
署
や
就
業
日
数
が
増
え
て
い

る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

社
会
や
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
今
後
と
も
新
し
い
就
業
先

の
開
拓
に
努
め
、
多
様
な
就
業
先
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。
な
か
で
も
、

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
は
会
員
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
受
注
先
の
幅
も

広
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
就
業
拡
大

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
事

故
ゼ
ロ
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
昨
年
度
は
一
月
ま

で
に
三
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
「
事
故
ゼ
ロ
」
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
に
も
『
安
全
就

業
の
推
進
』
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 　

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

と
お
り
、
今
年
十
月
か
ら
消
費
税
に

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」(

イ

ン
ボ
イ
ス
制
度)

が
導
入
さ
れ
る
予

定
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
た

な
税
負
担
に
対
応
す
る
た
め
に
、
令

和
三
年
度
か
ら
基
金
を
積
み
立
て
る

な
ど
、
全
国
に
先
駆
け
て
対
策
を
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
を
は
じ

め
、
様
々
な
課
題
に
対
し
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

�

理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

令
和
五
年
度
を
迎
え
て
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
八
○
年

（
昭
和
五
五
年
）
十
月
に
設
立
さ
れ

て
、
四
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
会

報
も
一
五
○
号
と
い
う
節
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
誠
に
喜

び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
記
念
す
べ
き
会
報

の
編
集
に
あ
た
り
、
会
報
の
目
的
・

役
割
に
つ
い
て
、
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
会
報
誌
と
は
？

　

組
織
や
団
体
が
定
期
的
に
情
報
を

発
信
し
、
一
人
一
人
と
の
関
係
を
維

持
し
、
深
め
、
読
者
と
の
距
離
を
縮

め
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で
す
。

二
、
会
報
誌
の
メ
リ
ッ
ト

①�　

会
員
と
の
関
係
を
深
め
る
事
が

で
き
る

　

定
期
的
に
発
行
す
る
こ
と
で
、
希

薄
に
な
り
が
ち
な
会
員
と
の
関
係
を

維
持
し
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
少
な
く
、
会
報
誌
を
通
し
て
、

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
ま
し
た
。

②　

ブ
ラ
ン
ド
力
（
価
値
）
の
強
化

　

「
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
に
は
、

組
織
の
ネ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー
や
ブ
ラ
ン

ド
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
、
愛
読
さ
れ
る
会
報
誌
と
は

①　

目
的
や
目
標
が
明
確
で
あ
る

　

会
員
が
求
め
て
い
る
情
報
を
、
編

集
者
の
創
意
工
夫
で
企
画
・
立
案
す

る
こ
と
で
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
会

報
誌
に
な
り
ま
す
。

②　

読
み
や
す
さ
を
意
識
す
る

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
デ
ザ
イ
ン
・

レ
イ
ア
ウ
ト
力
が
、
読
み
手
の
心
を

つ
か
み
ま
す
。

③　

会
員
の
声
を
載
せ
る

　

一
方
的
な
情
報
伝
達
で
は
、
会
員

と
の
信
頼
関
係
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
会
員

の
投
稿
や
コ
ー
ナ
ー

の
掲
載
が
、
会
員
に

寄
り
添
っ
た
会
報
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
会
報
を

発
行
し
て
印
象
に

残
っ
た
記
事
は
、
一

三
四
号(

平
成
三
一

年
四
月)

・
会
員
に

よ
る
「
会
報
モ
ニ

タ
ー
調
査
結
果
の
報

告
」
で
す
。
十
数
名

の
モ
ニ
タ
ー
会
員
様

に
、
年
間
を
通
し
調

査
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

調
査
結
果
の
感
想
や
要
望
は
、
会

報
の
編
集
や
誌
面
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
日
ま
で
会
報
発
行
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
、
役

員
、
事
務
局
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
」

一
五
○
号
を
迎
え
て

広
報
部
会
長　

佐
　
藤
　
　
　
明

平成 30 年 ４ 月１日 第 130 号シルバーやまがた

正会員数1,086名　賛助会員 42個人・70団体（３月末現在）

会 報

第 平成30年４月１日発行

P2	 平成30年度を迎えて

P3	 会員の状況・就業状況について

P4	 女性部会だより

	 広報部会よりお知らせ

P5	 わが街自慢

P6～7	 会員のひろば

P8	 就業会員を訪ねて

P9	 人あり・技あり・心あり

	 新入会員紹介

P10	 事務局だより

―― 内 容 紹 介 ――

号 （公社）山形市シルバー人材センター

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

霞城の春（広報部会　佐藤 明さん撮影）
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平 成 31 年 4 月 1 日 第 134 号シ ル バ ー や ま が た

広報部会長 佐藤　明

会報モニター調査結果の報告
（抜粋版、会報シルバーやまがた130 ～133号 /モニター会員１１名）

モニターの皆様、一年間ご協力ありがとうございました。
モニター会員様からいただいた調査結果は、会報の編集や誌面に限りなく反映させてまいります。
より一層のご愛読、ご支援をいただきますようよろしくお願いします。

NO.

1

モニター会報
NO.

載せてもらいたい
記事？

表紙写真を含め全体的な印象や
感想そして意見や要望

設問
2

印象に残った
記事？

設問
1

設問
3

会報130号  会員の広場（鬼のツノ） 表紙の桜がとっても良い
土手は気をつけてください ー

 ー

（H30.4.1）

2 会報130号
会員のひろば
就業会員を訪ねて

（H30.4.1）

3 会報131号
地域紹介 わが街自慢
会員のひろば
就業会員を訪ねて（H30.7.1）

4 会報131号

安全適正就業強化月間
役員視察研修実施
アンケート調査結果報告

（H30.7.1）

5 会報131号
わが街自慢
会員のひろば

（H30.7.1）

6 会報132号
会員のひろば
｢シルバー｣という
名の下に集う身になって（H30.10.1）

11 会報133号
安全パトロール実施
就業会員を訪ねて
人あり・技あり・心あり（H31.1.1）

7 会報132号
安全講習会・参加者の声
会員のひろば　
就業会員を訪ねて（H30.10.1）

8 会報132号
第15回安全就業標語
入選発表会・
安全講習会実施（H30.10.1）

10 会報133号

抜き打ち安全パトロール
実施報告書

（良い意味での緊張感をもらえた）
事務局だより内の
所得税法上の取扱いに
於ける公的年金控除額一覧
一目瞭然⇒理解）

（H31.1.1）

9 会報133号

・ブロック研修
  自助共助についての話

・清掃奉仕活動
  小雨の中参加者85名の
  方が頑張った事

（H31.1.1）

「就 業会員を訪ねて」は毎回楽しみにして
おります。会員の方がどんな仕事をしてい
るのか苦労しているのか良くわかります。
今後も色々な方を紹介してください。

会報の表紙、総会時の写真がすばらしい

今回（131号）の内容は近 年では出色です
（特にアンケート調査）。ただ一点は退 任・

新任役員紹介ですが氏名だけではどこのど
なたかとなります。地区・出身母体等記入し
てほしい。

・全体的にすばらしい　　　　　
・就任者の挨拶、退任者の一口コメント等を
掲載してもらいたかった。

表 紙 写真が今 号にふさわしい季 節を感じ
させる良い作品でした。

表紙いいですね。秋の風情があります。

表 紙の写真・秋の装い。紅 葉 がすばらしく
心がいやされました。しばらく見ていまし
た。「心に残る作品創り」の記事も読みまし
た。すばらしい写真だと思いました。

会員のひろば編は共通の考えが
あり、定年後の人生観を筆に執
ることは、脳活にもつながり良い
場面です。

・定時 総会の出席者数、会員増
加対策について　　

・会員の健康についての注意点
や維持について　　　

次号には文化 祭 の会場 の様 子
や 作品 等 紹介する記事 の 掲載
を願います。

愛好会の活動状況等について

安全就業標語入選発表会の記事
に最 優 秀・優 秀 作品に入 選され
た方の感想を載せてもらいたい。

日々の暮らしに役立つ情報。今
は消費税が10％になるような事
で話題になっているようです。

・まっ先に目に飛び込んで来た表 紙の「重
ね扇紅白椿」見とれてしまいました。とても
90歳とは…　　　　　

・いつも楽しみにしている「わが街自慢」 今
回も水分(みくまり）神社へ行ってみたい所
となりました。ありがとうございました。

驚きです。90歳の方の作品（手が込んでい
る）、またシルバー会員だったとは驚きの連
続です。

会員の就 業 先の選 択 肢 拡 大の
目的で剪定講習会を開いてもら
い、それをいかして本当に活動
できたのか。

毎号楽しく読ませていただいて
います。より分かりやすく、親し
みある会報をお願いします。

新 春に相 応しい淡いピンクの中に紅白椿
の押絵の表紙は穏やかで好印象でした。シ
ルバー人材センターという有意義な組織が
まだまだ周知されていない感じがしていま
す。　
ポスティングシステムの活用等を利用する
等もっとＰＲしてほしい思いがします。

昨 今 の人手 不足の 影 響で 新し
い 分 野 から必 要性も生じ 職 種
も増えていると考えられます。
そのまわりの簡単な説明、紹介
等併せて掲載していただきたい
と希望します。
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女
性
部
会
だ
よ
り

　

安
全
就
業
推
進
委
員
会
で
は
、
年

二
回
、
夏
と
秋
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
四
年
度
の

秋
は
昨
年
十
一
月
十
四
日
か
ら
十
六

日
ま
で
の
三
日
間
で
「
抜
き
打
ち
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
訪
問
し
た
就
業
先

は
、
ス
ー
パ
ー
の
商
品
陳
列
業

務
三
か
所
、
駐
車
場
管
理
業
務

三
か
所
、
清
掃
業
務
二
か
所
、

工
場
作
業
が
一
か
所
の
計
九
カ

所
で
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
重
大

な
危
険
項
目
は
な
く
、
し
っ
か

り
と
安
全
を
確
保
し
、
そ
の
場

所
を
利
用
す
る
一
般
市
民
の
安

全
も
考
慮
し
な
が
ら
高
い
ス
キ

ル
を
も
っ
て
就
業
し
て
お
り
ま

し
た
。
若
干
、
緊
急
連
絡
カ
ー

ド
の
不
携
帯
が
あ
り
、
就
業
の

際
は
正
し
く
身
に
着
け
て
携
帯

す
る
よ
う
指
導
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
冬
季
間
に
路
面
凍
結
に

よ
る
転
倒
・
骨
折
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
、「
安
全
就
業
推
進
委

員
会
だ
よ
り
」
を
配
布
し
て
事
故
状

況
を
紹
介
し
、
冬
季
間
に
向
け
て
の

事
故
防
止
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
報
告

安
全
就
業
推
進
委
員
会
　
委
員
長
　
成
田
　
　
厳

済生病院　駐車場整理業務

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
文
化
祭
が
、

三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
創

作
品
展
示
即
売
会
と
し
て
、
洋
服
や

バ
ッ
グ
・
小
物
等
趣
味
を
生
か
し
た

作
品
が
た
く
さ
ん
出
品
さ
れ
、
来
場

者
で
賑
や
か
で
し
た
。
又
、
折
り
紙

教
室
で
作
っ
た
三
名
の
紅
花
も
華
や

か
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
会
員

よ
り
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
未
使

用
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
バ

ザ
ー
と
し
て
格
安
の
値
段
で
販
売
さ

れ
ま
し
た
。
売
上
金
は
、
十
二
月
二

十
日
に
児
童
養
護
施
設
山
形
学
園
へ

五
万
円
寄
付
で
き
ま
し
た
。
学
園
で

は
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
購
入
し
、
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
一
人
部
屋
で
静
養
で

き
ま
し
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
三

歳
か
ら
親
元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い

る
子
供
達
が
す
こ
や
か
に
成
長
で
き

ま
す
よ
う
に
と
願
い
、
微
力
な
が
ら

役
員
一
同
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
し

た
。
お
陰
様
で
、
山
形
市
長
よ
り
感

謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
二
十
一
日
は
社
会
貢

献
活
動
と
し
て
障
が
い
者
支
援
施
設

す
げ
さ
わ
の
丘
へ
タ
オ
ル
百
枚
と
雑

巾
四
十
枚
、
有
志
の
方
に
折
っ
て
い

た
だ
い
た
三
千
羽
の
折
り
鶴
を
寄
付

し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

皆
さ
ん
元
気
で
生
活
で
き
ま
す
よ
う

に
激
励
し
て
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
協
力
に
、
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

女
性
部
会
長　

塩
野
　
美
智
子
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令和４年４月から令和５年２月まで

会員の状況・就業状況について

①会員の状況
月別 入会者数 男 女 退会者数 男 女 当月末会員数 備考

R3.3.31 1,317
4月 34 21 13 182 110 72 1,169
5月 17 10 7 2 2 0 1,184
6月 23 14 9 0 0 0 1,207
7月 14 7 7 0 0 0 1,221
8月 7 6 1 0 0 0 1,228
9月 22 10 12 1 1 0 1,249
10月 14 9 5 0 0 0 1,263
11月 15 10 5 2 2 0 1,276
12月 8 7 1 2 2 0 1,282
1月 11 5 6 0 0 0 1,293
２月 15 11 4 0 0 0 1,308
合計 180 110 70 189 117 72 1,308 男：930 女：378

②就業状況
区分 職　　群 就業延人員 備　　　　　考

一般受注

技 術 群 267 メンテナンス業務など
技 能 群 9,308 襖張り、障子張り、剪定など
事 務 整 理 群 3,631 賞状筆耕など
管 理 群 48,489 駐車場管理、施設管理など
折 衝 外 交 群 1,100 ポスティングなど
一 般 作 業 群 41,278 施設内清掃、屋外清掃、除草、草刈など
サ ー ビ ス 群 929 らくらく応援隊など

計 105,002

独自事業
自 転 車 再 生 390
即 売 会 9

計 399
派　　遣　　事　　業 31,429
合　　　　　計 136,830

事　業　区　分 実 就 業 人 員 備　　　　　考
請　　負　　事　　業 868
派　　遣　　事　　業 231
合　　　　　計 1,099 就業率：84.0%
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令和５年４月１日 第 1５０ 号シルバーやまがた



　

長
い
人
生
を
喜
び
も
あ
る
が
、
後

悔
や
心
配
を
し
何
度
も
つ
ま
ず
き
な

が
ら
生
き
て
い
る
。
加
え
て
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
不
平
不
満
が
蓄
積
し
た

不
規
則
な
生
活
の
日
々
。
健
康
面
を

含
め
た
漠
然
と
し
た
先
行
き
不
安
。

ど
う
し
て
も
内
向
き
に
な
っ
て
し
ま

う
。
霊
長
類
最
強
な
生
き
物
で
は
な

い
我
が
身
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
歓
迎

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

　

弱
い
絆
の
効
用
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
苦
境
に
あ
る
人

が
、
家
族
や
同
僚
で
は
な
く
、
た
ま

に
会
う
人
、
違
う
価
値
観
の
持
ち
主

の
言
葉
で
希
望
を
取
り
戻
す
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。
少
し
で
も
安
心
、
明

る
く
な
る
為
に
何
か
す
る
こ
と
が
あ

る
は
ず
だ
。
ま
ず
は
心
を
外
に
向
け
、

孤
立
を
起
こ
さ
ぬ
こ
と
だ
。
地
域
活

動
へ
の
奉
仕
、
町
内
会
の
催
し
に
顔

を
出
す
、
近
隣
の
名
所
旧
跡
巡
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
観
劇
、
温
泉
な
ど
の

小
旅
行
、
挨
拶
程
度
で
も
良
い
か
ら

お
隣
さ
ん
と
の
立
ち
話
等
々
。

　

人
間
関
係
は
「
疎
に
し
て
多
」
が

丁
度
良
い
と
思
う
。
気
張
ら
ず
、
肩

の
力
を
抜
き
、
あ
く
ま
で
も
マ
イ

ペ
ー
ス
で
。

　

人
は
情
の
下
に
住
む
。
こ
の
世
の

中
は
ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
の
で
も
な

い
よ
う
な
の
で
、
弱
い
絆
を
試
し
に

一
歩
踏
み
出
し
て
み
よ
う
か
。

　

雪
晴
れ
の
朝
。
米
沢
駅
か
ら
小
野

川
温
泉
行
の
バ
ス
に
乗
り
、
途
中

「
中
の
原
」
バ
ス
停
に
降
り
立
っ
た
。

こ
れ
よ
り
田た

ん

圃ぼ

を
抜
け
小
し
ょ
う

径け
い

を
歩
き

始
め
る
。
嗚
呼
、
何
と
も
言
え
ぬ
懐

か
し
い
里
山
の
風
景
が
、
繰
り
広
が

り
移
ろ
ひ
て
行
く
。

　

細い
さ

小ら

波な
み

の
枯
山
透
か
す
朝
日
か
な

　

畦あ
ぜ

道
を
臀と

呫な
め

と
な
る
や
冬
あ
か
ね

　

な
だ
ら
か
な
山
道
を
上
っ
て
行
く

と
、
晴
れ
て
い
る
の
に
ど
こ
か
ら
か

雪
が
、
風
に
舞
っ
て
き
た
。

　

風か
ざ

花ば
な

に
行ゆ
き

遇あ

ふ
峠
越
え
に
け
り

　

峠
を
下
っ
て
く
る
と
、
涸
れ
た
川

が
現
れ
た
。
淵
は
ひ
っ
そ
り
と
静
か

に
、
淀
ん
で
い
る
。

　

涸か
れ

川か
わ

の
寂
れ
し
水み

曲わ
た

音
も
な
く

　

ゆ
る
や
か
な
傾
斜
の
棚
田
は
枯
れ

渡
り
、
豆
沢
の
せ
せ
ら
ぎ
も
瘦
せ

細
っ
て
、
見
る
か
ら
に
冬
の
心う

ら

寂
し

い
趣
な
り
。

　

幽ゆ
う

咽え
つ

の
沢
弊つ
い

え
た
り
冬
棚
田

　

漸
く
口
田
沢
の
村
落
に
辿
り
着
い

た
。
代
々
、
樹
木
の
恵
み
に
感
謝
し
、

樹
木
の
霊
を
供
養
す
る
と
言
う
里
人

の
風
習
、
言
伝
え
の
あ
る
草
木
塔
に

遂
に
出
合
っ
た
。

　

山
里
の
一
本
杉
の
袂た

も
とに
在
る
苔こ
け

生む

し
た
小
さ
な
石
塔
。
思
わ
ず
、
手
を

合
わ
せ
、
拝
礼
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
先
人
達
の
労
苦
に
思
い
を
馳
せ

て
、
暫
し
、
萬ば

ん

感か
ん

胸
に
迫
り
た
り
。

　

冬
ざ
れ
や
里さ

と

廻わ

溶
込
む
草
木
塔

西
地
区

�

伊
東
　
悠
人

置
の
い
さ
ら
道

金
井
地
区

�

山
口
　
重
雄

弱
い
絆
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私
が
二
〇
二
〇
年
一
月
に
就
業
し

て
か
ら
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
運

良
く
定
年
退
職
と
ほ
ぼ
同
時
に
今
の

仕
事
に
就
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
三
年
間
は
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

世
の
中
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
無
事

に
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

妻
か
ら
誘
わ
れ
て
定
年
前
か
ら

や
っ
て
い
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
、
天

候
の
良
い
休
み
の
日
だ
け
で
す
が
回

数
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
一
日
に

一
万
歩
か
ら
一
万
三
千
歩
く
ら
い
歩

い
て
お
り
、「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

ス
ク
ス
ク
」
に
も
登
録
し
て
、
ポ
イ

ン
ト
獲
得
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
就

業
時
は
シ
フ
ト
に
も
よ
り
ま
す
が
、

三
千
歩
か
ら
八
千
歩
く
ら
い
は
歩
い

て
い
ま
す
。
冬
は
身
体
を
動
か
す
機

会
が
限
ら
れ
て
く
る
の
も
、
就
業
し

て
い
る
お
か
げ
で
否
が
応
で
も
多
少

な
り
と
も
運
動
し
て
い
る
気
分
に
な

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
二
年
に
な
っ
て
か

ら
古
文
書
講
座
を
受
講
し
て
み
ま
し

た
。「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

の
影
響
が
多
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
初
級
ク
ラ
ス
の
三
回
講
座
を
二

講
座
に
わ
た
っ
て
受
け
ま
し
た
。
今

年
は
も
う
少
し
上
の
講
座
を
受
講
す

る
こ
と
と
、
何
ら
か
の
書
物
を
解
読

で
き
な
い
か
と
思
案
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
二
年
間
中

止
し
て
い
た
会
員
互
助
会

主
催
の
同
大
会
を
、
第
八

波
の
感
染
者
の
多
い
中
、

一
月
二
十
八
日
（
土
）
午

前
十
時
三
十
分
よ
り
山
形

フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
で
三

十
五
名
（
男
性
三
十
名
・

女
性
五
名
）
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
今
回
は
参
加
費
無
料
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
が
、
ブ
ラ
ン
ク
と

マ
ス
ク
着
用
に
関
わ
ら
ず
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
内
容
と
な
っ

て
お
り
、「
あ
っ
ぱ
れ
」
で
す
ね
。

　

競
技
結
果
（
二
ゲ
ー
ム
合
計
点
、
女
性
は
一
ゲ
ー
ム
十

点
・
男
性
七
十
五
歳
以
上
一
ゲ
ー
ム
十
点
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
加
算
）

優
　
勝
（
南
山
形
・
本
沢
地
区
）
長
澤　

勝
紘
さ
ん（
３
９
８
点
）

準
優
勝
（
南
沼
原
地
区
）
佐
藤　

貞
夫
さ
ん（
３
８
３
点
）

第
三
位
（
第
三
地
区
）
叶
内　
　

進
さ
ん（
３
４
７
点
）

　

参
加
者
全
員
に
サ
ク
ラ
草
と
ガ
ー
ベ
ラ
の
鉢
植
え
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

滝
山
二
地
区

�

西
塔
　
浩
二

退
職
か
ら
三
年

互助会　ボウリング大会を開催
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就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて

地域紹介地域紹介 わが街通信

佐
藤
　
　
明

第

六

地

区

　

鉄
砲
町
は
、
藩
主
最
上
義
光

公
が
泉
州
堺
か
ら
招
い
た
鉄
砲

鍛
冶
や
鉄
砲
衆
を
置
き
、
町
割

り
を
し
た
所
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
地
元
市
民
に
し
か
知

ら
れ
て
い
な
い
、
隠
れ
た
桜
の

名
所
「
光
禅
寺
」
を
紹
介
し
ま

す
。
羽
州
（
出
羽
の
国
）
の

狐
・
虎
将
と
呼
ば
れ
た
最
上
義

光
と
家
臣
の
墓
が
存
在
す
る
お

寺
で
す
。

　

春
の
う
ら
ら
♪
桜
咲
く
季
節
。

立
派
な
参
道
の
門
を
入
る
と
綺

麗
な
桜
が
咲
き

誇
っ
て
お
り
、
桜

の
ト
ン
ネ
ル
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

も
綺
麗
で
す
が
、

境
内
に
咲
く
樹
齢

数
百
年
の
し
だ
れ

桜
は
見
所
で
す
。

　

優
美
な
し
だ
れ
桜
の
下
で
、

写
真
撮
影
な
ど
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

境
内
の
庭
園
は
よ
く
管
理
さ

れ
て
お
り
、
東
北
屈
指
の
歴
史

を
持
つ
庭
園
で
す
。
敷
地
内
に

は
、「
山
形
五
堰
（
ご
せ
き
）」

の
一
つ
「
笹
堰
」
も
流
れ
て
い

ま
す
。

　

隣
接
し
て
い
る
第
六
小
学
校

で
は
、
笹
堰
に
梅
花
藻
が
咲
き
、

子
ど
も
た
ち
の
憩
い
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

光禅寺のしだれ桜光禅寺のしだれ桜

業
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
は
、

浴
室
へ
の
入
場
者
数
（
十
一

名
）
や
入
浴
時
間
（
六
十
分

以
内
）
な
ど
の
制
限
を
設
け
、

営
業
し
て
い
ま
す
。

　

取
材
中
に
も
お
客
様
に

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と

声
掛
け
し
、
検
温
・
登
録
者

カ
ー
ド
番
号
の
記
録
・
入
浴

券
の
受
け
取
り
と
手
際
よ
く

応
対
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
利
用
さ
れ
た
方
が
、
体

だ
け
で
な
く
心
も
温
か
く
お

帰
り
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
お
気
を
つ
け
て
」
な

ど
の
声
掛
け
を
し
て
、
気
遣

い
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。�

（
取
材
・
広
報
部
）

　

城
西
町
の
山
形

市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
な
か
に

「
か
す
み
が
温

泉
」
が
あ
り
ま
す
。

山
形
駅
に
一
番
近

い
天
然
温
泉
施
設

で
す
。

　

山
形
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
の
委
託
を
受
け

て
、
浴
室
受
付
業
務
を
女
性
七

名
で
就
業
し
て
い
ま
す
。
就
業

時
間
は
、
早
番
（
午
前
九
時
半

か
ら
午
後
三
時
）・
遅
番
（
午

後
二
時
か
ら
午
後
六
時
と
午
後

三
時
か
ら
午
後
八
時
）
と
な
っ

て
、
シ
フ
ト
を
組
み
業
務
に
あ

た
り
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
、
①
浴
室
の
湯

量
の
確
認　

②
利
用
者
の
来

場
・
退
場
時
間
の
記
録　

③
入

浴
券
の
収
受　

④
利
用
者
の
忘

れ
物
の
処
理
等
々
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
清

掃
・
設
備
・
警
備
な
ど
を
担
当

さ
れ
て
い
る
方
々
と
、
情
報
交

換
す
る
た
め
月
一
回
の
会
議
に

も
出
席
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

三
年
前
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
拡
大
の
頃
に
は
、

一
般
の
方
向
け
の
ご
利
用
を
休

池田　悦子
山形市総合福祉センター
浴室受付業務　　　　　

受付業務受付業務
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第
八
地
区

佐
藤
　
善
紀

　

水
彩
画
を
四
十

年
以
上
描
き
続
け
て
お
ら
れ
る
佐
藤

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

作
品
写
真
を
ご
覧
に
な
れ
ば
多
く

の
方
々
が
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
民

謡
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
祭
と
は
、
富

山
県
八
尾
で
三
百
年
の
歴
史
を
も
つ

詩
的
な
歌
と
優
雅
な
踊
り
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
一
年
に
祭
日
三
日
の

開
催
時
期
に
何
年
も
越
中
八
尾
に
足

を
運
び
、
そ
の
情
景
を
五
十
号
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
水
彩
画
独
特
の
優
し

く
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
、
静
か
に
流
れ

る
よ
う
な
踊
り
の
一
瞬
を
見
事
な
ま

で
に
描
写
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
三

味
線
・
胡
弓
・
太
鼓
・
尺
八
な
ど
の

鳴
り
物
で
あ
る
祭
囃
子
の
哀
調
さ
が

あ
た
か
も
伝
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

お
わ
ら
風
の
盆

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り 

技
あ
り

 

心
あ
り

　

昨
年
の
シ
ル
バ
ー
文
化
祭
に
展
示

さ
れ
た
作
品
の
姉
妹
版
か
と
お
気
づ

き
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
年
、
山
形
県
水
彩
画
会
会
員
と

し
て
五
十
号
の
作
品
を
二
点
製
作
し

出
展
さ
れ
て
お
ら
れ
る
行
動
力
に
は
、

只
々
脱
帽
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

初
期
の
苦
労
話
や
同
セ
ン
タ
ー
写
真

同
好
会
の
活
動
状
況
な
ど
も
併
せ
て

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
時
が
過
ぎ
る

の
を
忘
れ
る
程
に
楽
し
い
一
時
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

追
伸
：
第
五
十
七
回
山
形
県
写
真

展
・
県
写
真
連
盟
会
長
賞
「
雪
中
歌

舞
伎
」
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。�

（
取
材
・
広
報
部
）

新
入
会
員
紹
介

第

二

地

区	

樋
口　

幸
子

	

美
野
の
り
え

	

浅
沼　

嘉
和

第

三

地

区	

大
滝　
　

徹

	

佐
藤　

義
典

第

四

地

区	

加
藤　

信
昭

	

会
田
恵
美
子

第

五

地

区	

小
林　

政
廣

西

地

区	

佐
藤　

清
志

第

八

地

区	

荒
井　
　

徹

	

石
山　

和
彦

	

赤
星　
　

拓

第

九

地

区	

齋
藤　

幸
子

第

十

地

区	

広
川　

和
夫

	

山
口
登
茂
子

	

石
澤　

久
雄

	

桑
原　
　

晃

	

武
田　

龍
旺

	

梅
津　

隆
雄

鈴
川
一
地
区	

荒
井
み
さ
子

鈴
川
三
地
区	

畠
中
美
栄
子

千

歳

地

区	

石
山　

昌
之

飯
塚
・
椹
沢
地
区	

伊
藤　

博
芳

東

沢

地

区	

横
山　

隆
則

滝
山
一
地
区	

土
田　

喜
一

滝
山
二
地
区	

杉
原　

一
彦

金

井

地

区	

櫻
井
ふ
み
子

	

渡
辺　

利
行

蔵

王

地

区	

松
田　

知
子

南
山
形
・
本
沢
地
区	

粟
野　

光
伸

	

佐
々
木　

裕

	

佐
藤
み
ゆ
き

南
沼
原
地
区	

岸　
　

美
輝

	

小
林　

啓
子
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更
新
と
退
会
手
続
き
を
お
早
め
に
！

　

年
度
替
え
に
な
り
、
会
員
の
更
新

手
続
き
の
時
期
で
す
。
世
話
役
の

方
々
に
会
費
の
集
金
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
費
の
納
入
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
退
会
さ
れ
る
方
は
、
退
会

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

各
地
区
班
の
班
長
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

年
度
会
費
は
傷
害
保
険
料
に
充
当

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

い
る
年
度
会
費
（
会
員
互
助
会
除

く
）
の
主
な
使
用
内
容
に
つ
い
て
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

会
員
傷
害
保
険
料
（
一
人
あ
た
り
）

�

二
千
百
九
十
円　

総
会
議
案
書
・
会
報
印
刷
費
等

�

九
百
円　

�

（
う
ち
、
三
百
十
円
を
充
当
）

年
度
更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い

■
配
分
金
支
払
日

　

四
月
二
十
日（
木
）

　

五
月
十
九
日（
金
）

　

六
月
二
十
日（
火
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

四
月
六
日（
木
）十
三
日（
木
）

　
　
　

十
八
日（
火
）

　

五
月
二
日（
火
）十
一
日（
木
）

　
　
　

十
五
日（
月
）

　

六
月
九
日（
金
）十
五
日（
木
）

　
　
　

二
十
日（
火
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

四
月
十
二
日（
水
）

　

五
月
十
日（
水
）

　

六
月
十
四
日（
水
）

あ と が き
　

一
五
〇
号
と
い
う
節
目
の
会
報

を
お
届
け
で
き
、
喜
び
に
堪
え
ま

せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
落

ち
着
き
を
見
せ
、
お
花
見
の
季
節

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
は
、
働
く
こ
と
に

生
き
が
い
を
得
る
と
共
に
、
地
域

社
会
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。
仕
事
を
辞
め
ら
れ
て
も
趣

味
や
習
い
事
を
通
し
、
人
生
を
謳

歌
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
報
の
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
や

「
わ
が
街
通
信
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、

多
く
の
方
が
参
画
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
自
分
の
思
い
を
活
字

に
し
、
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
と
し

て
記
録
に
残
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
で
す
。
足
腰
や
脳
の

機
能
低
下
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

週
に
数
日
の
仕
事
や
趣
味
等
へ

の
参
加
が
、
健
康
増
進
・
認
知
症

防
止
に
役
立
ち
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

会
員
と
し
て
活
動
を
長
く
続
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
Ｓ
・
Ａ
）

　
※�

就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一

時
十
五
分
か
ら
で
す
。

　
　�

予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
訃
　
報

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す

南
沼
原
地
区

　

保
科　
　

武
さ
ん
（
八
十
歳
）

第
二
地
区

　

渡
辺　

保
夫
さ
ん（
七
十
四
歳
）

セ
ン
タ
ー
緊
急
連
絡
先

〇
九
〇

－

六
二
五
五

－

五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生

し
た
場
合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　
ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡

し
す
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就

業
の
際
必
ず
携
帯
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
地
域
の
総
合
健
診
は

�

必
ず
受
け
よ
う
！

　

健
康
で
な
け
れ
ば
良
い
仕
事
は
で

き
ま
せ
ん
。
各
地
区
の
総
合
健
診
を

受
診
し
て
、
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
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（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
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市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七
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E
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